
2025（令和７）年度　大阪府内地域連携プラットフォーム　事業自己評価

課題 事業名 活動指標 実績
評価

（5段階）
評価内容

取組１
高大連携フォーラム

開催回数：1回以上／各年
※数値目標
・活用割合：会員大学数の60％以上の

参加大学数／各年
・参加者比率：大学と高校からの参加者数が同程度／計画期間内

2025年10月6日開催
テーマ：「探究を「学びの核」とするために
－探究学習の課題共有から始める高大連携の
実践と展望－」

・活用割合：
16/42校（38.1％）

・参加者比率：
大：54.7％（35人）
高：45.3％（29人）
計64人
（その他を含むと計69人）

B

「探究」をテーマに設定し、登壇者を高校、大学双方
から迎えたことにより、双方にとって当事者性の高い
議論が展開でき、高大連携の実践的課題を共有する
場としての機能を果たした。対面・オンラインのハイブ
リッド形式で開催し、特に対面会場では参加者の意見
交換が活発に行われた。
数値目標である「会員大学の活用割合60%」に対し、
今年度は16校（全体の38.1％）の参加にとどまり、昨
年度（21校、全体の50％）から減少した。参加校割合
の低下は課題であり、参加によって得られる具体的
成果や活用事例を明示、未参加校への周知等、参加
促進に向けた取組強化が必要である。
一方、参加者比率は大学54.7％・高校45.3％と概ね
均衡し、昨年度から改善（大学75.0％・高校25.0％）が
見られた。目標である「大学と高校からの参加者数が
同程度」に近い構成を実現できたことは一定の成果
である。

取組２
会員大学の情報発信

実施回数：1～2回／各年
※数値目標：
・活用割合：会員大学数の80％以上の大学数／各年
・ホームページの該当ページの閲覧数：倍増／計画期間内

4回
（共通大学案内ﾌﾞｯｸﾚｯﾄ、
ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ情報、
学びWEBﾌｪｱ、高校生応援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

・活用割合：
100％（42/42校）

・ページ閲覧数　6,550回
（2025年4月1日～2026年3月31日まで）

＜その他の取組＞
・高校生の進路検討に関するニーズ調査の実施
（6月下旬～9月中旬）
回答数　79人

A

今年度は、昨年度に引き続き共通大学案内ブックレッ
トの作成、オープンキャンパス情報の提供、学びWEB
フェアの開催、高校生応援プロジェクトの実施など、
年間4回にわたり情報発信を行った。目標の実施回
数を上回る実施となり、計画的かつ継続的な事業展
開を図った。
また、高校生を対象に進路検討に関するニーズ調査
を実施したが、回答者数が79人にとどまり、回答校に
偏りが見られたことから、全体傾向を十分に把握する
には課題が残る結果となった。
本事業は、会員大学全校（42校）の参画を得て、活用
割合は100％を達成した。一方で、ホームページの閲
覧数が、計画期間内の倍増目標に対し伸び悩んでお
り、情報の届け方や媒体選択の見直しなど、より効果
的な広報手法の確立が今後の課題である。

１

大
学
と
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※「会員大学」は大学コンソーシアム大阪会員大学を指す。
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課題 事業名 活動指標 実績
評価

（5段階）
評価内容

２

単
位
互
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら
な
る
充
実

取組１
単位互換事業

実施回数：1回／各年

※数値目標：
学生送り出し校数：
包括協定校の60％以上の大学数／各年

（取組１の活動実績）
【コンソ大阪 単位互換事業の実績】
1回実施
・学生送り出し校数：
63.4％（26/41校）

科目数：計483科目
出願者数：計1,069人

【広域単位互換事業の実績】
1回実施
提供科目数：3科目
送り出し学生数：7科目9人
受け入れ学生数：3科目38人

A

【コンソ大阪 単位互換事業】
今年度は、学生送り出し校数は41校中26校（63.4％）となり、昨年度に続き
包括協定校の60％以上という目標を達成した。
センター科目については、科目数は昨年度と同じ17科目を維持しつつ、出
願者数は710人から789人へと増加し（前年比111.1％）、学生の関心の高ま
りや制度の定着が着実に進んでいることがうかがえる。
一方、オンキャンパス科目では、科目数が441科目から466科目へと増加し
（前年比105.7％）、学習機会の拡充が図られたものの、出願者数は388人
から280人へと大きく減少した（前年比72.2％）。このように利用状況に差が
見られる点については、制度活用の在り方や周知方法を含めた検証が必
要である。

【広域単位互換事業】
今年度は、新たに大学コンソーシアム京都および大学コンソーシアム石川
が加わり、計6団体による連携体制へと拡大し、広域連携の枠組みが着実
に整備された点は事業の進展として評価できる。
大学コンソーシアム大阪では、3科目を提供し、38人の学生を受け入れた。
送り出しでは、7科目9人の出願があり、一定の利用が進んでいることが確
認できた。
今後は、より多くの学生が広域的な学びの機会を活用できるよう、参加団
体間での情報共有や制度周知の強化を図り、制度の魅力向上と利用促進
を進めていく必要がある。
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課題 事業名 活動指標 実績
評価

（5段階）
評価内容

取組１
就業体験型プログラム

実施回数：1回／各年
※数値目標
・学生送り出し大学数：会員大学数の60％以上の参加大学数／各年
・参加学生数：150人以上／各年
・受入企業数：100社以上／各年

（取組１の活動実績）
1回実施

・学生送出校数：
31.0％（13/42校）

・参加学生数（実習者数）：148人

・受入企業数（ｴﾝﾄﾘｰ数）：104件

A

今年度は1回実施し、実習者数は148人と前年と同水準で推移した。受入
企業数は104件と数値目標を達成し、企業エントリー数に対する送り出し
割合も69.2％（昨年度60.2％）と改善が見られた。面接および事前・事後
研修についても、会員大学との連携により適切に実施された点は評価で
きる。
一方で、参加大学数は31.0％と数値目標（60％）には大きく届いておら
ず、事業の裾野拡大が依然として課題である。また、会員大学間におい
て本事業へのニーズや活用状況に差が生じていることも明らかになって
いる。
次期中期計画策定を見据え、本事業の位置づけや実施形態の在り方を
含め、事業の継続可否を含め、再構築について検討する必要がある。

取組２
プロジェクト型プログラム

プログラム本数：2件以上／各年
※数値目標：
・学生送り出し大学数：会員大学数の25％以上の参加大学数／各年
・参加学生数：30人以上／各年

（取組２の活動実績）
※事業見直しに伴い、実施なし

評価
なし

昨年度より事業の方向性を改め、今年度は新規のプログラム化は行わ
ず、「取組3 低学年向けプログラム」を事業の主軸とすることとした。
2026年度も今年度に引き続き、新規実施は行わず、大学間連携として実
施する意義や実施形態の見直しを行うこととする。
なお、本取組については事業再編の過程にあり、今年度は評価対象外
とした。

取組３
低学年向けプログラム

実施回数：3回以上／各年
※数値目標：
・学生送り出し大学数：会員大学数の25％以上の参加大学数／各年
・参加学生数：60人以上／各年

（取組３の活動実績）
3回実施
第1回：2025年12月17日開催
第2回：2026年1月19日開催
第3回：2026年1月30日開催

・学生送出校数：
第1回：16.7％（7/42 校）
第2回：9.5％（4/42校）
第3回：7.1％（3/42校）

・参加学生数：
第1回：8人
第2回：5人
第3回：3人

C

今年度は「ガクチカ（学生時代に力を入れたこと）」の形成支援を目的とし
たプログラムを計3回実施した。しかし、参加学生数は延べ16人と数値目
標（60人以上）を大きく下回り、参加大学数も目標には届かなかった。
昨年度の見直し後も参加状況の改善が見られず、学生ニーズとの適合
性や実施手法について課題が顕在化しており、継続的な事業展開の観
点から抜本的な見直しが必要な状況である。
2026年度は実施を見送り、次期中期計画に向けて低学年層へのキャリ
ア支援の在り方や実施形態について再検討を行う。

取組４
キャリア支援事業

開催回数：1回以上／各年
※数値目標：
・参加大学数：会員大学数の25％以上の参加大学数／各年

（取組４の活動実績）
 5回開催
大学等教職員向けセミナー
※大阪府との共催
第1回：2025年7月18日開催
第2回：2025年9月8日開催
第3回：2025年9月29日開催
第4回：2025年11月5日開催
第5回：2026年1月14日開催

・参加大学数
第1回：33.3%（14/42校）
第2回：14.3%（6/42校）
第3回：21.4%（9/42校）
第4回：19.0%（8/42校）
第5回：7.1%（3/42校）

A

大阪府との共催により大学等教職員向けセミナーを5回実施し、昨年度
（2回実施）から大幅に拡充した。発達障がい傾向の学生や就職困難性
のある学生への支援をテーマとし、大学共通課題への対応力向上に寄
与する機会を提供できた点は評価できる。
ただし、参加大学数のばらつきがあることから、安定的な参画体制の構
築が今後の課題である。
また、大阪府地域連携プラットフォーム分科会2において、「大阪の未来
社会を支える若者・企業応援事業」を基盤とした意見交換・情報共有を
進めており、今後は具体的な支援体制の構築へと発展させることが求め
られる。

３
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課題 事業名 活動指標 実績
評価

（5段階）
評価内容

取組１
他国・他地域との交流事業

交流事業数：1事業／各年（再開以降）
※数値目標：
・交流事業数：延べ5事業／計画期間

・外国人留学生向けの特設ページの常設
掲載校数：18校（全会員校の42.9％）

C

本来の交流事業は未実施となったが、代替事業とし位置
付ける外国人留学生向け特設ページの充実を図り、今年
度は、掲載校数を前年比1.5倍（12校→18校、全会員校の
28.6％→42.9％）へと拡大した。
一方、認知度向上に向けた外部団体等との連携は十分な
成果が得られず、事業の発信力や実効性の確保が課題
として残った。
次年度は現中期計画の最終年度であることを踏まえ、事
業の在り方について、今後の方向性を含めた見直しが必
要である。

取組２
グローバル人材育成事業

・講座開催回数：2回以上／各年
・国際交流イベント開催回数：1回以上／各年
※数値目標：
・講座受講者数：延べ300人以上／計画期間内

【グローバル人材育成講座】
２回開催

・第1回（2025年12月17日開催）
受講者数：4大学6人
（うち留学生3人）

・第2回（2026年2月14日開催）
受講者数：4大学8人

【国際交流イベント】
1回開催
・大阪まちあるきツアー
（2026年3月16日開催）
▸企画学生数　8人 （うち留学生１人）
▸参加者数：19人
国内学生　6人
外国人留学生　13人

（うち会員外4人）

B

【グローバル人材育成講座】
近年「グローバル」という概念が一般化しつつある中、従
来の枠組みにとらわれず、将来の進路選択がまだ具体化
していない低年次学生を主対象に、キャリア形成をテーマ
とした講座を実施した。
開催回数は活動指標を達成したものの、申込者数に対す
る実参加率は約50％に留まり、対面形式における参加動
向の鈍さが顕著となっている。
こうした状況を踏まえ、次年度は一旦実施を見送り、本事
業の目的・対象・実施形態を含めた見直しを行う。

【国流イベント】
本事業は、学生主体による地域理解の促進という点にお
いて意義を有しているが、企画学生の継続的な参加が難
しい状況が続いており、安定的な運営体制の構築が課題
である。
また、参加状況において留学生の割合が高く、交流の双
方向性を高める観点から、国内学生の参加促進に向け
た工夫が求められる。

取組３
学生英語プレゼンテーション
コンテスト

開催回数：1回／各年

※数値目標：
・会員大学数の50％以上の参加大学数(発表大学、
運営メンバーおよび当日の来場者)／各年

※2024年度より目標改定
・参加者数：英語圏以外の留学生の参加増／計画期
間内

1回開催（2025年11月30日開催）
　応募チーム数：
　　10大学14チーム
　出場チーム数：

　7大学11チーム

参加大学数：11大学（26.2％）
　発表者 7大学31人（うち留学生 3人）
　運営学生 5大学9人
　来場者 10大学11人
　その他 6人

B

本コンテストは開始から7年目を迎え、学生のプレゼン
テーション能力向上および英語による発信機会の創出と
して、一定の定着が見られる。今年度は昨年度（10チー
ム）を上回る14チームの応募があり、予備選考を実施する
など質の向上にもつながった。
一方、数値目標である「会員大学数の50％以上の参加大
学数」については、昨年度12校（28.6％）、今年度11校
（26.2％）と未達が続いている。事業の周知方法や参加形
態の工夫を通じ、会員大学の参画拡大に向けた取組を強
化する必要がある。

４

国
際
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流
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活
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課題 事業名 活動指標 実績
評価

（5段階）
評価内容

取組１
地域連携　学生フォーラム

開催回数：1回／各年
※数値目標：
※2023年度より目標改定
・会員大学数の50％以上の参加大学数／計画期間内

（発表大学、運営メンバー、当日の来場者等）

・参加する行政・事業所数：15団体以上／計画期間内

（取組１の活動実績）
1回開催（2025年10月12日開催）

参加者数　計42人（事務局3人を除く）
＜内訳（抜粋）＞
・発表大学・発表者数

4/42校（9.5％） 13人、4事業の発表
・運営学生

6/42校（14.3％）・11人
・その他参加者（コンソ関係者含む）

8/42校（19.0％）・18人
（参加自治体：徳島県1名あり）

B

昨年度に引き続き、パネル発表形式にて開催した。当日は4大学4事業の発表
が行われ、各大学の特色を生かした地域連携の事例共有や意見交換の場を
提供できた点は評価できる。
また、企画や発表者・参加者募集等の広報活動には複数の会員大学から集
まった学生運営メンバーが参画し、当日は同メンバーが司会進行や交流企画
等を主体的に担うなど、学生主体の運営が実現した。
本フォーラムは、大学における地域連携活動の成果発信の場であると同時
に、高校生世代を含む次世代への発信や高大接続の視点を取り入れた展開
も期待される事業である。
一方で、参加者数は42人（事務局3人を除く）にとどまり、会員大学の50％以上
の参加という数値目標には達していない。今後は、高大接続の観点も意識し
た広報戦略の再構築や、会員大学の参加促進に向けた具体的方策の検討が
求められる。

取組２
地域連携　情報交換会

開催回数：年1回以上／各年
※数値目標：
・参加大学数：会員大学数の50％以上の参加大学数／計
画期間内
・参加する行政・事業所数：10団体以上／計画期間内

（取組２の活動実績）
1回開催（2025年12月15日開催）

参加者数　計26人
＜内訳＞
・会員大学　10/42 校（23.8％）15人
・自治体　3市1府7人
・企業・団体　3社3人
・その他　1団体1人

A

今年度は「地域連携のリアルとモヤモヤを語ろう！」をテーマとして開催した。
“連携したいが、パートナーをどのように見つければよいか分からない”という
実務上の課題を軸に、立場を越えた参加者同士がフラットに意見・情報交換を
行う交流の場を実現することができ、本サロンの趣旨に沿った充実した実施と
なった。
参加者数は全体で26人となり、昨年度（13人）と比較して大幅に増加した。一
方、会員大学の参加状況は10校15人であり、会員大学の50％以上という数値
目標は未達となったが、テーマ設定や開催内容の工夫により参加者の裾野は
着実に広がっている。
大学と行政・企業・団体における共通課題をテーマに掲げ、主体者間の横断
的なコラボレーション促進を図ることができた点は、本事業の成果として高く評
価できる。

５

地
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課題 事業名 活動指標 実績
評価

（5段階）
評価内容

取組１
各種研修

実施回数：2回以上／各年
※数値目標：
・教職員送り出し大学数：会員大学数の25％以上の参加大学数／各年

（取組１の活動実績）
6回実施
・初任者SD研修 計3回
・ID研修
・管理職者SD研修
・中堅層向けSD研修

＜初任者SD研修＞
教職員送出大学・参加者数
第1回：16/42校（38.1％） 39人
（他、会員外3校5人）
第2回：8/42校（19.0％） 22人
（他、会員外2校2人）
第3回：8/42校（19.0％）15人

＜ID 研修＞
オンデマンド配信（HPに常設）
2025年度 アクセス数 222件

＜管理職者SD研修＞
教職員送出大学・参加者数
6/42 校（14.3％） 8人
（他、会員外1校1人）

＜中堅層向けSD研修＞
申込者数：5/42校（11.9％）10人
（他、3大学3人）

A

【初任者SD研修】
会員大学の職員（推進委員）が講師を務め、会員大学の
連携による初任者向け共通研修として実践的な学びが提
供できた。また、会員大学の3回の平均参加率は25.4％と
数値目標（25％以上）を達成した。

【インストラクショナルデザイン研修（ID研修）】
オンデマンドによる会員大学職員への継続的な学習機会
の提供は意義があり、アクセス数から一定の利用が確認
できている。今後は内容の見直しおよび受講者の行動変
容の状況把握が課題である。

【管理職者SD研修】
会員大学職員による共同研究の成果を踏まえ実施した本
研修には、会員内外より一定の参加があり、管理職層を
対象とする研修機会を提供できた。今後は会員大学の参
加率向上に向けた広報・参加促進の工夫が課題である。

【中堅層向けSD研修】
会員大学職員による共同研究の成果として、今年度から
提供プログラムの一つに位置付けられた。これにより、職
員の全階層（初任者・中堅層・管理職）に対応する研修が
実装されたことは高く評価できる。今後、本研修の継続的
な開催に加えて、受講者の満足度や研修後の実践での活
用に関するデータを収集し、研修内容のさらなる充実を図
ることが期待される。

取組２
サロン・ド・
大学コンソーシアム大阪
（SD勉強会）

開催回数：3回以上／各年
※数値目標：
・会員大学の参加率：会員大学数の60％以上の参加大学数／各年

（取組２の活動実績）
3回開催
参加大学・参加者数
第1回：18/42 校（42.9％） 32人
（他、会員外2校2人）
第2回：15/42校（35.7％） 29人
（他、会員外3校3人）
第3回：15/42校（35.7％） 22人
（他、会員外2校2人）

B

活動指標である開催回数（3回）を達成し、障がい学生支
援、生成AI、DXなど大学教職員のニーズに応じた幅広い
テーマを取り上げた点は評価に値する。
一方、会員大学の参加率は数値目標（60％）を下回り、3
回の平均参加率は約40％にとどまった。今後は開催方法
や広報の工夫等により、参加率向上を図る必要がある。
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課題 取組名 活動指標 実績
評価

（5段階）
評価内容

取組１
学生ボランティアの拡充

既存事業やその他事業へ学生ボランティア参画：2事業以上／各年

※数値目標：
・学生の参加数：各部会事業への企画・運営に関わった学生数

延べ200人／計画期間内

（取組１の活動実績）
4事業
・地連連携学生ﾌｫｰﾗﾑ
・学生英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝｺﾝﾃｽﾄ
・国際交流イベント
（大阪のまちあるき）
・ACT学生座談会（計1回）

・学生参加数：
35人

B

学生主体の活動推進を目指し、現中期計画において、さまざま
なテーマでの取組に係るボランティア活動の機会を提供・拡充し
てきた。
今年度は、既存事業を継続するとともに、学生参加数も概ね維
持できている点は評価できる。
一方、学生交流促進をテーマに年間を通じて活動していた学生
ボランティアチームACTにおいて、中心メンバーの卒業等が相次
ぎ、活動体制の維持が困難となったことから、2025年11月をもっ
て活動を終了した。
このような長期プロジェクトにおいては、学生の在籍期間や参加
動機が活動の継続性に直結することから、テーマ設定や活動期
間の設計について、より柔軟かつ時宜に応じた運営が必要であ
ると考えられる。

取組２
連携調査・研究の実施

連携調査・研究テーマ数　2テーマ以上／各年

※数値目標：
・連携調査・研究実施数　延べ15件／計画期間内

（取組２の活動実績）
計4テーマ、実施件数　計4件

調査（2テーマ）：
・新入生対象　薬物に関する意識調査
・高校生の進路検討に関するニーズ調
査

研究（2テーマ）：
・大学新入生における薬物意識の変容と
教育的アプローチに関する研究
・大阪府内地域連携プラットフォームにお
ける大学情報発信の効果

A

調査事業では、「新入生を対象とした薬物に関する意識調査」お
よび「高校生の進路検討に関するニーズ調査」を継続して実施
し、それぞれのテーマに即した若者の動向を一定程度把握でき
た点は評価できる。
一方で、特に高校生におけるニーズ調査については、回答数の
少なさや回答校の偏りが顕著であり、全体傾向の把握に十分
至っていない点は改善の余地がある。

また、研究事業では、今年度新たに大阪府内地域連携プラット
フォーム分科会1を母体とした2テーマによる研究事業を実施し
た。これは、これまで蓄積してきた調査データを基に展開したも
のであり、調査から研究、さらに事業改善へとつなげる発展的な
取組を実現できた点は大いに評価できる。

取組３
地域課題に対応した取り組み
の推進

実施事業数　1事業以上／各年

※数値目標：
・実施事業数　延べ5事業／計画期間内

5事業
・大阪PF活動報告会
・公開講座（計18回）
・FD・SD研修（計7回）
・社会人向けプログラムに関するポータ
ルサイトによる情報発信
・社会人向けプログラムの実施

（MOS資格取得講座）

A

地域社会のニーズに対応する取組として、現在5事業を展開して
いる。
今年度は、大阪府内地域連携プラットフォームにおける公開講
座やFD・SD研修の実施回数をさらに重ね、量・質の両面におい
て拡充を図ることができた点は高く評価できる。
今後は、各事業の成果や参加者の反応等を踏まえ、地域課題
との関連性をより明確にしながら、重点化・体系化を図っていくこ
とが求められる。

取組４
大阪・関西万博との連携

実施事業数： 2事業以上／各年

※数値目標：
・実施事業数：延べ10事業／計画期間内

2事業
・万博・SDGｓをテーマとした下記講座等
の提供
‣単位互換科目（センター科目）の提供（2
科目）
‣大阪府内地域連携プラットフォーム公開
講座（2講座）

A

大阪・関西万博の開幕に向けて、学生および地域住民に対する
学びの機会を継続的に提供し、機運醸成に寄与してきた。
今年度は、学生向けの単位互換科目や大阪府内地域連携プ
ラットフォーム主催公開講座をそれぞれ拡充し、万博をより身近
に感じる機会を提供できた点は、地域プラットフォームとして大き
な意義を有する。
今後は、大阪・関西万博を通じて得られた経験や知見を、どのよ
うに次期中期計画や今後の事業展開へ反映させていくかが重
要な課題となる。
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